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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

㎜
”
二
百
五
↓
、
七
万
六
工
、
圓
功
第
五
回
追
加
豫
算
〃

㎜
翻
㎜
鯖
業
議
縢
員
轡
岱
歎
條
例
他
難
麟
決
ざ
る
〃

ず

　
　
　
村
民
税
は
納
税
義
務
者
一
入
常
七
百
五
拾
圓

　
串
回
回
会
W
九
月
二
十
六
周
、
臨
時
本
村
議
会
は
開
会

　
嚇
三
　
議
W
H
本
村
村
民
税
賦
課
壇
徴
條
例

苅
五
轍
⇔
松
代
雀
馨
蓼
欝
肇
の
件

脚㎜　
〃
　
　
董
・

　
｝
会
第
蜘
酬
㊧
松
代
小
学
校
蓬
李
分
談
増
築
の
件

　
　
　
　
　
　
⑳
本
村
歳
入
出
第
三
回
追
加
予
算

｝
　
　
⑳
本
村
職
塁
擦
例
、

り“『

　
　
罐
和
二
±
、
奪
肇
蔑
入
出
決
籔
定
の
件

軸
　
　
　
　
　
⑬
寄
附
採
納
に
關
す
る
件
等
々
会
期
三
旧
に
亘
り
審
議
々
決

る

皿
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た

㎜
　
本
会
議
（
第
百
）
二
士
ハ
日

代和24年iσ月15日襲行　　　松
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1塞恋誌客村　　　　　 金税歳’

〃
　
⑧
松
代
官
廉
か
い
の
夢
實
現
戒
る
か

㎜薗
郡
下
雇
影
栃
新
磨
舎
落
成
近
し
〃
・

疏
費
蒋
議
会
萱
禽
会
望
ハ
呈
ハ
曇
墓
建
萎
碁

　
の
他
数
回
を
重
ね
村
民
各
位
に
多
大
な
る
御
賄
力
を
煩
し
、
禽
諮
負
棟
梁
鈴

　
木
重
太
郎
以
下
各
職
人
の
献
身
的
な
工
事
途
行
の
努
力
に
よ
つ
て
新
騰
舎
も

狂
く
落
成
式
を
畢
行
す
る
蓮
ぴ
と
な
つ
た
。

踊
雛
獺
翫
關
嬬
綴
難
誤
灘
雛
雛
誰
錯
魏
罐

ん
学
后
は
都
下
屈
指
の
役
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

｝
こ
の
新
騰
舎
を
中
心
と
し
て
砂
防
事
務
所
、
安
塚
土
木
出
張
所
派
出
所
、
農

　
へ

、
｝
業
技
術
普
及
所
、
第
四
銀
行
松
代
支
店
、
日
本
專
質
公
耐
松
代
出
張
所
、
新
・

㏄
潟
地
方
法
務
局
松
代
出
張
斯
、
農
業
協
同
組
合
松
代
公
民
舘
乗
青
年
会
館
等

濯
一
々
村
行
政
、
纒
濟
の
中
心
と
な
り
縦
黄
の
道
路
密
を
加
え
松
代
官
鷹
街
の
夢

の

”　

縫
乾
影
暴
定

　
十
月
三
十
一
日
後
仕
末
、
　
十
｝
月
二
、
三
日
村
民
一
般
の
参
観

κ
十
一
月
四
旧
新
磨
舎
へ
移
轄
と
な
り
五
日
よ
り
事
務
開
始
乏
な
る
で
あ
ろ
う
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腎
！
ー
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鵜

・
欝
　
，
△
先
づ
一
段
落
、
二
各
の
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
特
縣
税
附
加
税
　
　
地
租
附
加
税
・
　
　
　
　
制
限
額
の
百
分
の
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
屋
税
附
加
税
　
　
　
　
　
　
　
9
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塞
附
加
税
鱗
、
灘
制
線
額
の
傷
の
二
＋
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
所
得
税
附
加
税
第
一
種
　
　
　
　
、
”
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
種
　
．
．
　
〃

　
二
、
独
立
税
　
村
民
税
制
限
額
の
百
分
の
互
　
，
．

　
金
七
百
五
十
円
に
地
方
税
法
第
百
四
條
の
納
税
義
務
者
数
を
乗
じ
牝
る
額
（

第
三
條
以
下
馨
　
　
即
決
　
　
　
　
p
　
　
　
論

日
程
第
五
、
本
村
歳
入
出
第
三
回
追
加
予
算
を
上
程
議
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

入一
、
七
美
、
九
芙
円

豊
七
ヤ
六
。
◎

　
九
禿
九
七
三

、
三
五
〇
、
四
〇
〇

　
三
五
8
0
0

二
、
至
ハ
ズ
発

日
程
第
六
村
職
員
定
数
條
例
設
定
の

件
を
上
程

書
記
朗
讃
各
護
会
終
了
。
’
ー

左
の
通
り
議
決
午
後
六
時
牛
散
会

e
村
長
の
事
務
職
員
・
吏
員
八
名

⇔
議
会
の
事
務
職
員
書
記
一
．
名

役
揚
費

浴
防
費

土
木
費
．

激
育
費

内
鐸
松
代
小
学
校
費

　
　
清
水
　
〃

　
　
孟
地
　
〃

松
代
中
学
校
費

高
等
学
校
費

祉
会
勢
働
施
設
費

衛
生
費

産
業
経
誉
費

統
計
調
査
費

公
債
費

諸
支
出
金

一
地
方
振
興
費

　
　
計

そ
の
他
四
名
計
十
二
名

出　
一
六
八
、
七
二
〇
円

　
天
、
翌
。

　
三
五
、
O
O
O

『
三
三
〇
、
二
〇
〇

一
、
9
一
δ
、
六
〇
〇
・

　
四
。
、
8
。

　
吾
、
0
8

　
コ
O
、
0
8

　
一
8
、
。
8

　
四
ニ
ニ
、
O
O
O

　
二
〇
四
、
二
〇
〇

　
一
三
、
入
8

　
お
、
0
8

　
　
五
、
。
8

．
芙
、
茜
六

　
一
〇
、
五
七
三

二
、
五
七
六
、
入
八
九

　
ね

　
㌔
控
．
一
．
窮
七
昭
和
二
十
三
年
度
本
村
歳
入
出
決
算
認
定
の
件

　
∵
宋
誉
六
十
六
万
九
千
療
円
の
決
算
を
承
認
し
た
が
〃

め，

一
目
届
十
九
年
度
決
算
の
一
五
四
倍
で
あ
る
。
，

　
　
め

ー
＼
∵
一
、
．
鮫
十
二
時
三
日
岡
の
臨
時
村
会
は
散
会
。

．
｝
…

　
・
口
悲
暴
管
理
委
員
会
の
箏
務
職
員
書
記
「
名

雌
＠
君
鱗
．
硲
欝
。
議
講
職
員
灘
・
記
、
諸
そ
⑳
他
四
裟
計
五
名
．

　
　
！
松
代
村
桐
山
分
膓
側
　
　
　
　
．
小
　
山
　
菊
吹
郁

　
　
桐
谷
校
側
，
臼
　
．
　
　
、
　
小
　
山
　
　
正
　
’
近

　
　
　
一
・
，
‘
・
響
；
1
‘
i
3
i
蓬
《
ぎ
≧
§
。
．
，
、
｛
、
．
．
；
．

◎
十
一
月
か
ら
右
側
通
行
で
す

　
★
交
通
事
故
を
な
ぐ
し
ま
し
よ
う
！

　
歩
行
者
の
交
通
死
傷
事
故
は
海
車
道
立
入
、
．
車
馬
の
直

　
　
　
　
ノ
リ

　
前
直
後
の
横
断
か
ら
起
る

◎
歩
行
者
ぼ
十
一
丹
．
一
．
日
よ
り
道
路
交
通
取
締
法
が
改
正
さ
れ
て
道
路
を
通

　
行
す
る
時
は
必
す
右
側
の
最
も
右
端
を
通
ら
加
け
れ
ば
な
す
ま
せ
ん
。
・

右
端
愈
通
り
ま
せ
ん
と
車
馬
は
左
側
通
行
で
あ
り
ま
す
か
ら
正
面
衝
突
を
し

て
死
ん
だ
り
、
け
万
を
す
る
こ
と
に
な
う
ま
す
。

”
道
路
を
歩
く
と
き
は
き
つ
と
忘
れ
る
こ
と
な
ぐ
注
意
し
ま
し
よ
う
ρ

㎜
簿
霧
艶
騒
礁
舞
藷
器
醐
鯉
鵯
雑

し
ま
む
よ
う
つ

◎
現
在
行
な
わ
れ
て
い
看
方
法
は
甲

　
　
　
　
コ
ノ

　
　
歩
、
車
道
の
匪
別
の
な
い
道
銘
　
　
』

　
　
　
　
　
　
・
入
…
…
…
▽

　
　
　
、
道
　
　
車
…
…
…
▽

　
　
　
　
　
　
　
・
ム
…
…
…
車

　
　
　
．
路
．
　
△
…
…
…
人
『

◎
十
｝
丹
「
日
か
ら
次
の
よ
う
じ
改
正
さ
れ
ま
す
、

ゾ
　
　
　
　
　
　
秦
－
ー
入
、

1
　
　
　
　
路

・
　
　
　
　
　
　
車
…
ユ
寺

　
　
道
↑
壷

　
　
　
　
　
　
　
　
人
ー
↓

　
一
、
道
路
を
横
断
す
る
に
は
必
す
左
右
を
見
て
交
通
砂
安
全
を
確
め
て
か
ら

　
　
　
通
甑
、
自
動
車
、
自
韓
車
が
未
た
止
き
嫉
這
り
す
ぎ
て
が
ら
漉
り
ま
し
、

　
　
、
よ
う
。
．

　
二
、
横
断
は
直
角
に
斜
横
断
、
か
嫉
出
し
は
い
げ
ぽ
せ
ん
。

　
　
　
横
断
歩
道
の
中
を
通
わ
ま
し
よ
う
。

　
三
、
、
停
つ
て
い
る
庫
の
す
ぐ
構
、
す
ぐ
後
か
ら
車
道
に
出
て
は
な
ぢ
な
い
。
、

い
四
、
韓
廻
す
る
車
馬
に
淫
意
し
ま
し
よ
う
。
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垂
9
Q
多
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…
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
凄
ー

ヨ
ヨ
ヨ
よ
き
し
ゆ
や

晶衡

農
業
講
座
謙
．
』
　
制
山
・

　
　
ゆ
も
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ぐ

　
　
☆
水
稻
の
探
種
こ
品
稀
の
選
れ
く

　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
◎
　
採
　
種
　
（
種
籾
久
ジ
取
h
）

幸

探
種
栽
培
に
つ
い
て
は
本
紙
二
十
六
号
に
害
い
て
お
い
た
の
で
こ
こ
ヂ
は
そ

れ
以
降
の
探
種
上
の
糊
題
…
…
…
主
と
し
で
、
脱
穀
調
製
上
の
こ
と
に
つ
い
て

少
し
く
述
べ
る
こ
と
≦
す
各
－
　
』
　

．
　
』
、
、
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
！

e
刈
取
を
早
あ
る
こ
と
…
ん
・
…
、
・
当
地
の
稻
の
遇
取
期
は
一
般
に
お
そ
い
傾
向
〃
⇔
晶
種
の
県
随
と
栽
植
條
作
、

、
に
あ
る
が
特
に
種
晦
を
取
る
も
の
は
早
湖
’
，
博
る
こ
と
が
大
切
で
晩
い
と
陀
　
ω
早
生
種
－
．
：
㌦
－
．
経
麿
的
に
早
中
晩
を
適
当
に
按
倒
す
る
こ
と
は
大
切
で

　
胴
割
が
塘
え
た
ゆ
発
芽
歩
合
が
悪
く
な
つ
た
≒
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
帽
　
あ
る
が
早
純
種
は
早
播
き
早
植
し
1
，
、
榮
養
戌
長
期
醐
を
延
長
す
る
こ
ε

鯛
驚
膿
鯵
鴇
轍
譲
鄭
描
紛
藤
癩
、
毒
か
略
牛
㎜
筋
繊
幼
生
．
リ
ゼ
旺
盛
醤
．
惚
め
に
鐙
ん
ど
元
魂
重
省
．
で
ゅ
る
こ
堵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

⇔
脱
穀
は
籾
に
衝
撃
を
與
鹿
な
い
よ
う
に
…
…
…
籾
粒
に
強
い
年
繧
を
奥
え
　
　
ω
中
晩
生
種
．
－
．
…
．
晩
生
度
が
強
■
い
品
種
程
多
少
田
植
が
お
く
れ
て
む
ま

　
る
と
外
観
で
は
わ
か
ら
な
い
が
皮
を
む
い
て
米
粒
を
よ
ぐ
調
ぺ
る
と
胴
割
　
　
　
い
が
施
肥
料
は
多
く
殊
に
追
肥
も
充
分
與
え
生
青
途
中
の
肥
切
れ
を
起

　
が
叉
胚
芽
を
痛
め
て
い
る
為
の
が
多
く
、
そ
の
た
め
起
非
常
に
発
ボ
．
・
が
悪
．
，
　
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
各
。

　
く
な
各
的
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
甲
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
以
上
8
と
⇔
を
綜
合
し
で
圭
要
品
種
を
分
類
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

だ
か
ら
発
芽
と
育
苗
の
具
合
は
動
力
脱
穀
機
に
・
益
つ
た
衣
、
の
が
最
も
悪
く

人
力
脱
穀
機
に
よ
つ
た
も
の
は
之
に
次
ぎ
千
爾
で
扱
き
落
し
た
も
の
は
最
”い

　
　
、
o
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

も
よ
し

今
で
は
千
歯
も
殆
ん
ど
な
く
な
つ
た
と
思
う
が
人
力
脱
穀
機
に
よ
る
瘍
合

で
も
扱
胴
の
廻
軸
速
度
を
緩
め
て
使
え
ば
よ
い
種
籾
が
得
ち
れ
る
。

之
が
試
験
の
成
績
を
示
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
健
全
苗
歩
合
．

脱
穀
の
方
法

千
歯
扱
に
よ
る
も
の

人
力
脱
穀
機
の
中
速
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
全
、
　
　
高
速
に
よ
る
も
の

動
力
醗
穀
機
の
中
速
に
よ
る
も
の

　
　
全
毒
　
高
速
に
よ
る
も
、
の

．
発
芽
歩
合

　
九
九
拓

　
九
七

　
九
四
■

　
九
四

、
七
一

九
七
％

六
八

五
二

六
二
、

．
二
一

櫛
爵
麟
綴
癒
辮
灘
撒
雑
鱗
鞠

　
だ
い
ぷ
沢
由
作
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
全
ぐ
晶
種
の
選
擢
を
誤
つ
た
こ

　
乏
で
敗
穫
は
見
込
み
が
．
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
型
の
も
の
は
李
坦
の
良

．
m
を
選
み
肥
料
を
多
く
與
え
相
当
疎
植
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
当
地
方
に
為
る
も
の
で
は
農
林
二
一
号
、
’
新
三
号
、
新
幽
号
等
が
代
表

　
的
な
も
の
で
あ
・
兜

㈹
中
間
型
品
種
・
…
；
：
前
記
両
型
の
中
問
に
あ
る
品
種
で
栽
培
上
の
注
意

　
も
中
闘
を
ね
ら
い
ば
よ
い
。
当
地
方
で
ば
山
田
を
除
い
て
ば
大
か
た
向

　
く
品
種
で
代
表
的
な
も
の
に
は
改
良
愛
國
、
新
六
号
等
で
あ
お
。
．

　
　
　
ー
華
｛
垂
6

．
早
生
講

塞
鞭

、
蹴
携
駄
怒
蠣
嘗
灘
輔
縣
薙
類
懲
鑛
餓
鱒
神
晴
『

　
る
部
分
）
の
中
の
養
分
で
生
長
す
番
も
の
で
あ
苓
が
ら
ζ
の
母
体
で
あ
悉
』
皿

粒
が
大
き
い
器
、
丈
夫
な
大
き
い
苗
が
稟
る
の
颪
選
、
奮
い
選
泌

．
激
購
識
醐
難
勲
蕩
肛
籠
鋤
騰
搬
矯
罫
ガ
叢
｝

鷺
難
欝
鰭
を
種
用
と
し
て
抜
穂
し
酸
の
も
こ
惚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
農
林
一
号
～
二
八
八
匁
　
　
農
林
四
号
～
二
九
二

　
　
匁
農
林
二
一
号
～
二
九
七
匁
，
　
新
三
号
～
二
九
四
匁

　
　
新
四
号
～
三
〇
σ
匁
　
　
新
六
号
～
二
九
六
匁
　
　
改
愛
～
二
九
五
匁
『

　
　
銀
中
～
三
〇
〇
匁
’
　
新
五
号
～
二
九
五
匁
　
　
銀
坊
主
～
三
〇
四
匁

　
　
亀
の
尾
一
号
～
二
九
〇
匁
、
　
陸
羽
コ
一
三
号
～
二
八
八
匁
、

　
　
薩
二
号
～
二
八
濠
．
新
七
号
～
天
麦
．
　

　
．
㎜

　
　
新
二
具
、
～
二
九
三
匁
　
　
陸
弱
二
〇
号
～
二
八
九
匁
，
ド
　
・
　
　
　
赫
．

　
　
錨
聾
荒
雛
．
、
一
匁
奨
号
～
、
毛
匁
　
　
．
““

－
ー
ー
．
－
．
，
ζ
し
・
、
・
癖
が
あ
る
が
こ
れ
で
は
稻
作
の
安
全
性
は
望
ふ
小
れ
な
・
い
。
ド
”

皿
よ
く
贔
種
の
特
質
を
の
み
こ
ん
で
そ
の
特
性
に
適
合
し
た
田
場
所
を
選
み
、
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

ギ
鍵
狸
編
鰐
難
響
い
品
華
碁
好
ん
で
作
り
募
る

ご

∬
ン
そ
ド
で
．
い
て
箒
熱
や
領
伏
や
秋
落
な
ど
で
や
ら
れ
ち
と
ス
ッ
カ
ソ
あ
き
て

・昭和24年・10月
“幽“」．　鋼＿＿＿＿』＿＿・・一ゴー一・一

　
ヱ

　
“

＼
ノ
一

9
一
　
鮎

！
k
一

ー
．
髄

　
　
幽

〃〃

亀
の
尾
一
號
陸
羽
一
三
二
號
北
陸
一
一
號
・
新
七
號
．

農
林
｝
號
　
農
林
四
一
。
號
　
農
林
二
一
號
　
新
三
號
．

新
六
號
・
．

新
二
號
　
陸
羽
二
〇
號
　
■
愛
國
七
〇
號

北
陸
［
九
號
　
新
四
號
，

．
銀
坊
主
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

改
良
愛
國
　
銀
坊
主
中
生
　
新
五
號
　
嬬
六
號
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

㌧
〆
張
耀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

新
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
m

そ
こ
で
品
し
ゆ
選
揮
上
墾
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
ζ
’

と
と
す
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
㎜

の
蕪
蝋
麟
欝
肇
ξ
－
甦
…
薄
の
霧
磁
襲
雌
入
れ
て
萩
の
3
諫
種
圭
晶
種
縷
鐸
を
充
身

搬
綴
議
聯
灘
饗
講
饗
論
鎌
難
継
辮
雛
欝
講
響
奮
遇

雛
熾
撲
融
舞
－
漁
蕎
の
肥
婁
黒
藍
季
｛
雌
酸
勘
蕪
奪
箒
鰹
遜
董
ー

　
た
め
の
穗
肥
（
中
晩
生
に
限
り
）
が
必
要
で
あ
る
。

㈲
穗
数
型
結
種
（
穂
は
小
さ
い
が
分
蘂
力
の
強
い
品
種
Y
…
ぞ
・
之
は
穂
重

．
一
塑
ご
は
全
く
反
豊
で
地
力
の
豊
か
な
季
坦
地
。
多
肥
栽
培
。

　
用
水
の
充
分
な
管
理
の
行
ぎ
と
ど
く
斯
な
芝
條
件
の
よ
い
所
が
適
地
で

　
当
地
方
に
向
く
所
は
比
較
的
少
い
。

一
併
し
廻
つ
て
見
る
と
谷
問
の
條
件
の
悪
い
と
こ
ろ
に
℃
の
型
の
．
も
の
が
．

・
云
と
よ
驚
　
．
　
、
　
・
　
　
、
「
　
㎝

　
’
耐
病
性
極
強
｛
新
二
脱
新
五
號
　
農
林
四
一
號
，
新
七
號
　
　
　
　
．
｛

　
　
　
　
全
、
遷
塑
、
｝
．
糠
農
転
職
聾
腕
講
七
鉦

　
　
　
、
孕
史
贅
愛
國
新
四
號
霧
毒
生
莫
號
〆
肇
皿

　
　
　
．
全
，
弱
｛
農
林
一
．
號
　
亀
の
尾
一
號
　
　
甲
．
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

ω
天
水
旱
魅
地
（
深
水
田
植
向
）
に
は
…
…
…
稻
は
穂
孕
期
迄
は
水
を
絶
封
㎜

　
必
要
と
す
る
の
で
早
生
で
あ
る
こ
と
＼
穂
重
型
ど
な
る
こ
と
が
條
件
で
●
憎

　
こ
の
様
な
と
こ
ろ
に
中
、
晩
生
か
穂
鐵
型
品
種
を
植
え
れ
ば
穂
が
小
さ
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
い
上
に
分
藥
が
阻
害
せ
ら
れ
且
つ
皐
魑
が
績
く
と
幼
穂
形
成
期
に
は
水
皿

丁
が
切
れ
稔
実
障
害
を
起
し
不
実
粒
や
穂
枯
と
な
つ
て
失
敗
す
る
。
　
　
　
ハ

・
こ
の
ご
．
と
は
当
地
方
独
特
の
技
術
で
あ
る
。
　
　
、
　
・
　
　
　
　
　
　
｛

㈲
晩
植
の
膓
合
…
｛
：
晩
植
す
る
乏
早
生
は
榮
養
成
長
期
聞
が
つ
ま
る
の
・

　
で
い
け
な
い
。
中
晩
生
の
戚
温
牲
の
低
い
品
種
殊
に
新
五
號
が
適
す
る

　
イ
モ
チ
に
強
い
の
で
新
二
號
も
よ
い
が
苗
代
期
偶
が
長
過
ぎ
る
と
不
時
㎜

　
出
穗
し
易
い
の
で
注
意
を
要
す
る
。
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
｝

　
又
二
毛
作
と
か
床
締
作
業
な
ど
の
都
合
で
晩
植
が
計
画
的
に
行
わ
れ
る
一

　
瘍
合
は
前
詑
の
様
な
稻
熱
病
に
強
い
巾
晩
生
種
を
晩
播
し
て
お
い
て
適
㎜

　
齢
茄
を
大
株
に
植
込
む
こ
ε
が
減
収
防
止
上
必
要
で
あ
る
。

ω
倒
伏
の
心
配
の
あ
る
と
二
ろ
に
は
ゴ
…
…
洪
水
で
花
泥
の
流
入
し
た
と

・
．
こ
ろ
、
。
多
肥
、
肥
沃
地
の
湛
水
栽
培
等
の
諸
條
件
は
倒
伏
を
起
さ
せ
る
…

　
が
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
強
程
⑪
耐
兜
力
の
強
い
品
種
を
選
ぶ
こ
と

　
が
肝
要
で
あ
る
。

．
倒
伏
の
多
少
に
よ
つ
て
品
種
を
分
類
ず
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
』

　
　
　
倒
伏
少
｛
新
七
號
【
新
五
撹
．
農
林
四
“
號

　
　
全
蕎
警
鍮
、
欝
譲
備
薩
二
號

　
　
　
全
．
多
く
新
三
號
・
新
四
號
・
愛
國
七
〇
号
　
〆
張
糀
　
精
六
号

　
　
　
全
極
多
く
農
林
一
●
号
‘
亀
の
尾
一
、
号
　
陸
朋
ニ
ニ
ニ
号

伺
其
の
他
…
…
…
胡
廠
葉
枯
病
に
は
特
に
新
六
号
が
彊
く
新
五
号
は
弱
い

・
又
新
六
号
や
愛
園
系
統
の
品
種
は
二
化
瞑
虫
に
や
ら
れ
易
い
。
・

全一全・全

室
藥
（
講
簾
鰍
靱
蟻
嬢
雛
聴

中
の
中
〈
農
林
四
一
号
へ
中
砂
大
〉
　
改
良
愛
國
（
中
の
小
）
．

中
の
下
く
陸
朋
二
〇
号
（
中
）
　
愛
國
七
〇
号
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
、
　
，
．
　
　
　
　
　
以
、
　
上



第3．8号

早
出
米
供
出
旬
別
成
績
表
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
十
五
日
現
在
）

　
　
　
　
　
4

松
代
上
町

　
　
中
町

　
　
下
町

小
荒
戸
・

太
　
　
卒

菅
　
　
・
刈
・

、
田
　
　
沢

小
屋
九

池
之
畑

公　　民　　舘　　新　　聞
　　　　　　　　　　合『苧中瀧．片孟犬海蓬桐清会池千下

　　　　桐
計島子沢山’地伏老挙山水’沢尻年山，

代松昭和24年・10月15一．日登，宥

イ
　
　
・
　
月

十
五
臼
現
在

　
　
三
七
俵

　
　
四
五

　
　
三
五

　
「
三
一

　
　
三
〇

　
　
二
五

　
　
・
九

　
　
四
六
，

　
　
ド
　
ノ

　
　
｝
五

　
　
一
二

　
一
二
〇

　
　
　
三

　
．
一
四

　
　
三
〇

　
　
　
三

　
六
三

　
　
ニ
ニ

　
｝
〇
五

　
　
一
九

　
　
｝
○
．

　
　
四

．
三
六

七
〇
五

、
十
月
十
五
日
（
上

牛
期
分
目
標
薮
）

　
　
　
・
三
六
俵

　
　
　
三
六

　
　
　
三
四

　
　
　
う
．
二
山
ハ
．
・

　
　
　
三
〇

　
　
　
へ
五
，

　
　
　
　
カ

．
四
五
・

　
一
三
、

　
一
二

一
〇
〇

　
二
五
■
．

　
一
八

　
一
二
一

　
　
一
二

　
六
〇

　
二
二

　
七
〇

　
司
・
五

　
》
〇

　
　
四
・

　
　
四

　
、
一
『
四

六
、
．
一
六

★
秋
訂
ち
用
の
堆
肥
に
つ
“
て

　
今
年
は
近
年
に
稀
な
大
早
魑
の
た
め
天
水
田
の
大

　
部
分
臓
田
面
に
亀
裂
を
生
じ
た
が
本
年
皮
の
収
量

　
に
及
ぼ
す
影
響
舷
案
じ
た
よ
り
少
な
か
つ
た
け
れ

　
ど
も
今
秋
よ
も
明
春
に
か
砂
て
の
床
総
作
業
と
其

　
の
後
の
水
持
ぢ
が
旱
魑
田
所
持
者
の
『
づ
や
み
』
の

　
一
づ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
て
一
都
に
は
降
雪
直
前
に
秋
打
ち
を
な
し
明

．
F
宥
耕
起
す
乃
こ
と
な
く
其
の
儘
田
植
え
に
移
惹
煽

　
合
も
あ
る
こ
と
Y
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
其
の
際
今

峯
幾
し
朶
勢
麓
を
入
れ
て
し
ま
う
南

葦
渡
こ
染
水
田
忠
撃
霧
す
る
た
め
簸

　
の
際
必
要
ま
す
へ
る
窒
素
分
を
得
る
た
め
に
一
諸
に

，
施
し
た
窒
素
肥
料
や
土
中
の
窒
素
分
を
利
用
す
る

か
鉄
水
租
に
吸
わ
れ
る
量
が
そ
れ
だ
け
減
る
奉

　
生
育
初
期
の
発
育
が
鈍
り
生
殖
生
長
期
に
入
つ
で

　
か
略
堆
肥
の
含
有
す
る
窒
素
分
と
一
旦
腐
敗
の
際

　
吸
取
し
た
窒
素
分
が
一
時
に
吸
収
す
る
た
め
無
効

ー
分
肇
多
ぐ
な
露
醤
青
立
濃
毒
つ
て
有

薯
の
蕩
合
が
あ
を
，
の
で
前
認
の
如
く
秋
打
ち
の
際

本
年
度
堆
積
し
た
堆
肥
を
菟
用
し
そ
の
儘
田
植
を

す
霧
合
は
藷
妻
に
依
り
腐
敗
を
号
颪

熟
疲
の
進
ん
だ
も
の
を
使
つ
で
い
た
y
き
た
い
。

．
す
な
わ
ち
堆
肥
は
切
返
し
の
回
藪
が
．
多
い
ほ
ど
腐

熟
が
進
行
す
る
か
ら
現
在
堆
積
む
て
あ
る
堆
肥
を

『
返
し
護
し
直
す
こ
嘉
窃
馨
に
奢
の

草
刈
時
期
は
比
較
前
遽
く
本
年
度
は
旱
越
の
た
め

堆
積
材
料
九
る
野
草
が
硬
化
し
て
お
る
の
で
そ
の

必
要
が
あ
乃
荷
積
込
の
際
は
室
氣
の
流
通
を
よ
く

★
縣
下
一
位
を
目
指
す

、
需
改
良
和
牛
品
評
會
を
終
づ
て

’
◎
一
等
養
浦
田
へ
．
・
二
等
ば
犬
伏
へ

の
．
款
響
其
の
姦
を
松
代
村
か
宙
し
得
た
こ
と
暑
叢
良
翠
姦
藪
．

∠
箕
高
去
襲
こ
と
を
物
警
勇
で
盈
蓼
升

　
　
噛
．
・

　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
－
P
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
』
　
p
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

新
潟
縣
下
の
改
暑
牛
の
産
地
甚
婆
除
接
本
郡
で
を
蔀
内
で
は

東
部
が
そ
籔
に
於
て
禽
に
於
て
缶
部
屡
れ
樂
韓
に
塁
禁

、
昭
和
二
十
二
年
八
月
当
村
で
開
催
さ
れ
た
懸
下
の
登
録
研
究
会
の
際
も
本
登
．
・

一
．
代
村
蕪
つ
喜
差
位
架
で
合
響
少
－
首
位
は
ξ
ろ
毒
霧

　
牛
と
云
、
帆
ば
悉
｛
山
李
村
の
も
の
で
あ
つ
た
。
・
　
，
，
　
・
　
、
　
　
』

　
本
村
で
も
こ
の
事
実
に
鑑
み
瑠
和
二
十
二
年
家
畜
壇
殖
三
ケ
年
計
画
を
樹
享

蒙
畜
の
鋸
と
募
警
を
図
ウ
て
義
誓
潟
づ
垂
村
蓬
叢

も
有
羅
汽
農
良
翠
陽
ギ
、
薯
業
者
垂
欝
薯
の
並
窪

　
ら
ぬ
御
努
力
に
よ
b
愛
ニ
ケ
年
の
向
上
は
実
じ
目
畳
力
い
も
の
が
あ
つ
た
3

論、

窃
癖
会
は
壷
二
古
當
村
で
盛
畜
堪
汽
嘉
嘗
箪
塑

　
力
ら
イ
雨
力
降
ゆ
出
し
“
時
出
品
者
並
嘗
事
者
に
し
て
落
旭
サ
し
の
た
が
其

　
の
後
次
第
に
天
氣
は
回
復
し
て
絶
好
の
品
課
会
甘
紺
と
な
づ
た
。
・

？
出
品
頭
数
は
六
十
八
頭
（
予
想
は
四
十
五
頭
）
内
松
㈹
杜
二
十
八
頭
で
ー
4
予

釜
な
審
蕩
彙
，
一
・
位
繕
し
－
藩
羅
に
馨
さ
発
が
痘
に
蚕

p
．
肥
一
、
位
に
一
｝
垣
濯
に
＋
璽
合
計
＋
鑛
の
入
筆
ぞ
董
し
斐
篁
＋

群
を
哲
て
お
っ
た
“
　
，
・
　
　
　
～

筆
盈
魯
レ
て
異
響
警
葦
の
摯
品
評
会
に
茎
欝
元
の
璽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

皿
誹
語
喫
鵯
一
一
塀
絵
励
灘
欝
麟
轄
器
舞
灘
瓢
触
．

－
す
る
細
菌
で
堆
肥
速
礎
の
旛
合
は
欝
に
必
要
星
も

，
φ
で
あ
る
V
の
活
動
を
さ
か
ん
に
む
適
度
の
水
分

（
か
拠
く
に
事
つ
て
指
の
問
か
ら
氷
が
に
じ
み
出

る
程
度
）
を
與
え
原
料
重
（
乾
燥
し
た
傷
合
の
目
方
ゾ
…

の
五
勇
位
⑳
石
灰
を
撤
い
て
積
込
杜
料
の
質
を
軟
．

か
鴛
し
て
腐
り
．
や
ず
く
す
る
。
・

ま
た
窒
素
含
量
が
少
く
て
腐
り
に
く
い
と
．
き
（
萱
・

藁
等
が
多
い
瘍
合
）
に
は
硫
安
や
下
肥
な
ど
を
ま

い
て
そ
切
中
の
窒
素
分
を
細
菌
の
食
料
と
し
て
與

．
え
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
（
與
え
る
窒
素
の

量
は
原
糾
に
よ
つ
て
異
る
が
萱
、
藁
等
の
携
合
に

は
原
斜
の
φ
西
三
マ
O
、
四
％
位
）
積
込
の
培
合

は
今
迄
外
側
早
に
奪
つ
て
い
花
方
を
内
測
に
し
全
体

が
．
門
楼
蕉
腐
る
よ
ケ
に
す
る
こ
と
が
大
規
で
商
さ

も
せ
い
匹
Y
五
尺
位
と
す
る
。

そ
れ
以
上
高
く
す
る
と
重
み
で
材
料
が
密
着
し
室
｝

氣
の
流
通
が
悪
く
な
る
か
ぢ
で
中
問
に
土
な
ど
も
．
一

は
さ
ま
の
方
が
よ
‘
い
。
　
、
　
　
　
・
　
．
　
・
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

術
こ
の
作
業
は
使
用
時
期
が
差
迫
つ
で
お
る
の
で
｛

戸
刻
も
早
く
、
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
・
・
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

し
か
や
、
明
春
使
用
す
る
も
の
は
こ
の
様
な
特
別
｝

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

の
操
作
を
必
要
と
せ
す
從
未
の
方
法
で
充
分
で
す
｝

が
特
に
本
年
度
よ
り
心
行
願
い
た
い
こ
と
は
堆
肥
心

0
雨
覆
い
で
上
部
並
周
囲
は
是
非
雨
覆
い
を
か
け
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

て
雨
水
の
流
入
を
防
い
で
い
た
y
き
た
い
。
『
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

せ
つ
か
べ
腐
熟
し
た
良
質
の
堆
肥
も
耐
晒
し
に
す
…

る
時
は
肥
料
分
は
全
部
流
失
し
て
水
阻
に
使
用
す
｝

為
時
に
は
堆
肥
の
『
か
す
』
を
施
す
結
果
と
な
る
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

で
あ
ろ
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
・
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
農
業
改
良
普
及
員
若
且
佐
『
溶
㌦
郎
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

L
碁
氣
菌
（
室
氣
の
φ
る
壱
金
よ
ー
繁
穂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

・
し
か
ゐ
こ
の
成
績
を
以
つ
て
擶
足
す
べ
き
で
な
く
更
，
に
籔
の
堆
加
と
質
の
改
．

善
に
努
め
明
年
度
が
ぢ
は
品
詳
会
の
一
等
は
必
す
松
代
村
か
ら
出
す
氣
概
を

持
た
な
け
耽
ぱ
な
り
ま
懸
ん
。

審
査
報
告
の
時
に
遇
欧
良
和
牛
嫉
其
の
圖
的
が
『
使
い
3
く
、
蕃
殖
に
適
し

肥
育
忙
向
く
牛
』
、
に
あ
る
の
だ
か
ら
其
の
点
を
十
分
考
慮
し
て
今
後
一
肘
精

進
す
る
標
話
が
あ
り
ま
し
た
が
私
共
ば
今
後
の
農
業
経
袴
を
考
乞
合
せ
四
囲

の
山
野
と
自
家
勢
力
を
十
分
に
活
用
し
て
和
牛
の
改
良
壇
殖
は
勿
論
本
村
農

業
2
壌
と
し
で
の
家
畜
壇
殖
喬
雇
の
努
ガ
名
ざ
ま
し
よ
う
・

◎
本
村
の
受
賞
，
者

’ゆ一’砂．’1”一”・紐．四”〃ミー二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等・　　1等・．等
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李代細尻刈年年年代Xl年．応本釈

糊』曙猟，儲碑1柳齋柳．．，山

掻駕卜景㌦月口・・藤本
革　吉讐』燃ナ　波　1喜’●藤．　　傳

坤ξ馬押勢亀沖寅1次
郎舩郎．ヌ榔バ李三准女郎與吉郎

、
【
帯
殉
斗
佐

漕
廊
】
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ノ
ノ

／
ε
＼

◎
今
あ
る
村
の
施
設
・
機
照
を

　
　
　
　
　
　
活
用
、
伸
展
せ
し
め
よ
〃

◎
東
部
の
、
牛
の
人
工
授
精
所

綴
擁
灘
漿
脇
拶
に
－
書
て
所
期
の
成
果
を
掲
”
∞
抗
馨
嚢
難
絃
繕
難
絵
傭
羅
開
催
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㏄
　
　
　
　
　
，
、
歳
　
　
　
　
　
・
入

　
本
春
来
新
潟
縣
立
松
代
人
工
授
精
所
と
し
て
発
足
し
た
が
そ
の
後
の

　
蓮
替
並
現
在
迄
の
在
り
方
に
つ
い
て
主
任
小
野
島
茂
氏
を
訪
ね
て
み
た
「
私
達
の
村
の
纒
濟
は
ど
う
か
、
商
況
界
は
、
農
家
責
産
は
ど
う
か
そ
し

　
以
下
同
主
任
の
談
。
、

松
代
人
工
授
精
所
は
本
年
四
月
開
設
以
来
縣
並
關
係
上
司
の
適
切
な
御
指

此
の
問
私
共
の
技
術
の
拙
劣
と
施
設
の
不
備
の
爲
皆
様
に
多
大
の
御
迷
戚
を

御
掛
け
致
し
ま
し
て
誠
に
相
濟
ま
な
く
思
つ
て
居
り
ま
す
。
ぞ

今
般
漸
く
建
設
も
完
備
致
ル
ま
し
て
愈
本
郡
束
部
の
人
工
授
精
所
と
む
て
そ

の
眞
髄
を
発
揮
致
す
ぺ
く
研
究
努
力
す
る
畳
悟
で
居
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
、

以
下
人
工
授
精
に
っ
き
ぽ
し
て
研
懐
の
一
艦
を
披
歴
し
各
位
の
御
盛
巻
に
資

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

．
渥
叢
利
碧
人
濤
の
董
目
讐
－
に
累
－
言
．
皿

　
　
『
、
灘
滝
の
瀞
．
．
良
薄
殖
に
役
立
つ
と
セ
う
・
．
と
で
あ
り
ま
す
③
す
な
わ
ち
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
に
雅
蔽
を
韓
邊
し
て
種
付
す
る
こ
と
が
出
束
二
か
ら
優
秀
な
血
統
の
種
牡
・

　
　
を
廣
範
囲
に
供
用
す
る
こ
と
が
出
宋
る
、
、

　
㈲
從
つ
杏
李
凡
な
種
牡
は
遠
慮
な
く
淘
汰
し
て
｝
、
、
武
良
種
畜
の
少
数
を
保
存

　
　
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
に
な
る
・
術
☆
外
　
　
　
　
　

　^

③
生
殖
生
理
学
の
知
撃
婿
を
精
蓼
ヤ
享
簸
蓬
歪
と
比

　
■
発
情
の
最
適
期
に
荘
入
す
る
こ
王
に
よ
り
f
然
交
配
よ
り
以
上
に
受
胎
〃

　
　
を
確
実
に
す
る
。

　
、
㈲
生
殖
器
疾
病
の
傳
播
流
行
を
防
ぐ
こ
と
が
出
未
悉
。

　
樹
｝
同
に
射
出
ぜ
る
精
液
を
同
時
に
多
勲
の
牝
畜
に
利
用
出
未
る
。

　
㈲
種
牡
牛
を
疲
勢
せ
し
め
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
喪
く
供
用
す
る
こ
と
．
が
㎜

　
　
出
未
る
r
等
で
あ
り
ま
す
Q
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
滞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

寝
付
譜
垂
定
募
い
瓦
の
馨
に
獄
い
し
さ
の
轟
付
適
蕊

　
の
選
定
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
從
来
の
自
然
交
配
に
於
て
も
発
情
の
な

　
る
ぺ
く
末
期
に
種
付
し
た
方
が
受
胎
峯
が
嵩
か
つ
た
の
で
あ
ゐ
が
特
に
、

　
入
工
授
精
の
楊
合
に
は
む
し
ろ
発
情
の
最
寮
期
か
或
い
は
発
情
の
絡
了
後

　
二
～
三
時
冊
を
期
し
た
方
が
一
層
受
胎
峯
が
鍵
い
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
ゲ

　
こ
の
峯
に
つ
い
て
は
蕃
殖
生
理
学
的
仁
も
理
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
猷

　
る
が
こ
こ
で
は
実
際
の
種
付
成
績
を
掲
げ
て
説
明
し
よ
テ
。
　
　
　
　
　
　

％

一90

【
種
付
時
刻
と
受
胎
率
の
關
係
】

ハ
ぜ
　
　
リ
ロ
　
の
　
　
む
　
　
む
　
ド
む
　
　
む
　
　
の
　
　
　

唱
　
創
河
　
略
　
遁
　
4
　
唱
　
逸
　
護
　
　
種
付
時
刻
　
　
　
受
胎
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
発
箭
期
蒔
些
一
コ
ニ
％
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
”
．
．
中
期
㌦
三
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
後
期
　
〃
」
六
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
團
囮
■
　
〃
　
終
了
前
後
　
九
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
終
了
後
七
時
間
七
五
％
’

　
以
上
の
事
情
か
ら
牡
牛
所
有
者
は
牛
に
よ
り
夫
々
発
情
の
持
績
期
間
が
異
な

芳
百
磐
か
欝
の
撃
ぞ
識
い
幾
晶
も
籍
す
る
も
の
等
査

　
る
の
で
各
自
の
牛
に
つ
し
て
．
」
の
4
は
何
時
損
嚢
情
が
持
績
す
る
か
と
い
う
ゾ

　
．
～
と
や
も
李
素
か
ら
心
掛
け
て
悉
知
し
澱
き
適
格
に
種
付
時
期
を
把
握
す
る
様

　
努
め
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
愈
農
繁
の
折
か
ら
切
に
御
愛
畜
の
御
建
斗
を
所
り
ま
し
て
欄
筆
致
し
ま
す
。

　
　
　
出
稼
の
目
案
は
？

一
◎
今
冬
の
出
稼
求
人
申
込
は
静
岡
縣
の
み
　
　
，
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
、
十
月
十
日
現
在
）
　
　
　
　
　
　
　

　
今
久
、
の
久
、
季
出
稼
は
只
今
の
処
艀
岡
縣
押
奈
川
縣
方
面
で
密
柑
採
取
以
外
は
～

．
男
子
の
出
稼
先
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
、
女
子
は
縣
内
で
多
少
女
中
の
求
～

人
先
も
あ
り
ま
す
か
ら
左
様
御
承
知
願
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

幕
蝶
驚
込
護
左
の
導
　
　
　
　
　
　
」

藩
鰹
撫
鑑
合
識
～
襯
箭
，
『

｝
　
｝
・
小
島
璽
　
・
、
・
｛
三
月
三
百

…
”
一
”
欝
梛
禰
師
”
　
－
β
入
　

〃

㎞
　
　
』
　
　
　
．
挙
島
才
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
』

｛
【
摘
要
】
茉
霧
婁
共
宍
8
㌘
ざ
。
○
畢
誉
稼
黎

涜
に
名
塞
誇
の
焉
以
誘
雪
茎
的
休
骨
二
男
に
婁
卑

　
　
　
千
百
六
十
六
万
九
千
円
余
の
・

　
　
　
昭
和
二
三
年
度
決
算
承
認
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
昭
1
9
年
度
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